

（別添資料）

別紙1
地域や業種をまたがるモビリティデータ利活用
推進事業の募集について
経済産業省　令和４年度「無人自動運転等の先進MaaS実装加速化推進事業

（無人自動運転等の先進MaaS実装加速化のための総合的な調査検討・調整プロジェクト）」
応募申請書類様式
１．申請書類は、次頁以下の様式（１）～（３）に従って記載してください。
２．申請書類の用紙はＡ４版で、縦置き・横書きにしてください。
３．申請書類は、電子メールで提出してください。
令和４年５月
株式会社野村総合研究所
様式（１）
	受付番号
※記載不要
	


事務局　御中
応募申請書
	事業・プロジェクト名
	

	代表団体
	企業名・共同事業者名
	
	

	
	代表者役職・氏名
	
	

	
	所　在　地
	〒


	プロジェクトリーダー
	氏名（ふりがな）
	

	
	企業名（共同事業者の場合）
所属部署名
	

	
	役　　　職
	

	
	電話番号（代表・直通）
	

	
	Ｅ－ｍａｉｌ
	


応募内容の概要

	本事業への応募内容の概要を簡潔に記載してください。
（自由記述）


様式（２）
事業の企画提案書
・別紙２の別紙2_応募申請書類様式_企画提案書の概要.pptxに従って企画提案書の概要をご記載下さい。
様式（２）－１
企画提案内容
(青字は本文の記載要領ですので、青字を消して提案書を作成してください。)
Ｐ10・Ｐ11別添資料「企画提案書に記載すべき項目」を参考に、以下の項目毎に自由に提案内容を記入してください。
また、それぞれの記入枠の大きさには制限はありませんので、必要に応じて拡大してください。ページ数が増えても構いません。
①将来構想実現に向けた全体像
1. 取組の背景
	（＊提案内容に関する概略を簡潔に記載してください）



2. 将来構想
	（＊提案内容に関する概略を簡潔に記載してください）



3. 事業モデルの精緻化
	（＊テーマ①に該当する範囲について、提案内容を簡潔に記載してください）


	（＊テーマ②に該当する範囲について、提案内容を簡潔に記載してください）


	（＊テーマ③に該当する範囲について、提案内容を簡潔に記載してください）


	（＊上記に当てはまらない内容があれば、その提案内容を簡潔に記載してください）



4.体制・環境構築
	（＊提案内容に関する概略を簡潔に記載してください）



5. 受容性向上・取組効果の明確化
	（＊提案内容に関する概略を簡潔に記載してください）



②実証実験の実現性
下記のテーマに関する実証実験を実施する場合は、実施有無を選択した上で、具体的な内容をご記載下さい。

	テーマ①：移動サービス事業者間のデータ連携
	実施する/実施しない


1. 実証実験の位置付け
	（＊提案内容に関する概略を簡潔に記載してください）



2. 実証実験の内容
	（＊提案内容に関する概略を簡潔に記載してください）



	テーマ②：異業種間のデータ連携
	実施する/実施しない


1. 実証実験の位置付け
	（＊提案内容に関する概略を簡潔に記載してください）



2. 実証実験の内容
	（＊提案内容に関する概略を簡潔に記載してください）



	テーマ③：地域データ基盤の構築・活用
	実施する/実施しない


1. 実証実験の位置付け
	（＊提案内容に関する概略を簡潔に記載してください）



2. 実証実験の内容
	（＊提案内容に関する概略を簡潔に記載してください）



【その他】
	（自由記述）



様式（２）－２
実施体制
(青字は本文の記載要領ですので、青字を消して提案書を作成してください。)
事業の実施体制

	関係事業者の実施内容・役割分担・調整状況を一覧表にして作成してください。
特に以下の3点については役割が明確に分かるよう、実施体制を記載してください。
役割：①データを収集する ②データをつなげる ③データに付加価値を付ける
（自由記述）


○本事業の応募主体
	関係事業者（例）
	実施内容・役割

	代表団体
	（Ａ社）
	

	参加団体
	（Ｂ社）
	

	参加団体
	（Ｃ社）
	

	参加団体
	（Ｄ社）
	

	参加団体
	・・・・・
	


関係者との調整状況
	実証実験の準備に向けて、代表企業や参加企業との協議や検討の有無、その内容を記載して下さい。（自由記述）


様式（２）－３
今年度の実施工程
(青字は本文の記載要領ですので、青字を消して提案書を作成してください。)
　令和４年度の実証実験に向けたスケジュールを月次で記載してください。会議日程等、マイルストーンとなるイベントを記載してください。また、プロジェクト全体としての取組に関しても、実証実験に関連するものについては記載してください。（自由記述）
	実施項目
	令和４年度

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月

	１．〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(1) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(2) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(3) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２．〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(1) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(2) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３．〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(1) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○○会議日程
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	


様式（３）

概算見積書
(青字は本文の記載要領ですので、青字を消して提案書を作成してください。)
実証実験に必要な費用のうち、事務局による負担を求める費用について概算見積を提出してください。事務局から代表団体に対する外注費として支出します。
外注費に含まれる範囲や、上限額等は公募要領　Ⅰ．５．事業費　を確認してください。
具体的な委託金額については、事務局との協議のうえ、実証実験の内容等を踏まえ、支出の必要性等を考慮して決定することとします。
負担できるのはあくまでも実証実験を実施し、その効果や課題の検証を行うために必要な経費であり、アプリ等の新規開発費などは認められません。
本事業による外注費に加え、地域の行政・事業者により、実証実験の費用をまかなうことも可能です。実験予算の全体像が分かるようにお示し下さい。
概算費用見積（適宜、様式を変更していただいて構いません）
実証実験の全体予算と本事業への請求分を記載してください。
	項目

	費用（単位：円　税別）
	

	
	
	内、本事業請求分
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合計
	税別
	
	
	

	
	税込
	
	
	


企画提案書に記載すべき項目
公募要領　Ⅲ.２.審査基準を踏まえ、以下項目を応募様式に記載ください（提案可能な内容がない場合には、空欄でも構いません）。具体的な記載内容については概要をご確認ください。
	記載項目
	概要

	①将来構想とその実現に向けた取組全体像
	1. 取組の背景
	· モビリティデータ等の利活用に取組むに至った、地域の抱える課題やその背景にある問題についての認識を簡潔に記載してください。
· 上記の地域課題や背景と今回提案いただく取組内容との関係性についても簡潔に記載してください。

	
	2. 将来構想
	· 地域の抱える課題・問題の解決に向け、利活用を行うデータの種類やその取得方法、サービスモデルも含めた将来構想について記載してください。
· 上記将来構想と、事業目的との関係性を簡潔に記載してください。

	
	3. 事業モデルの精緻化
	· 計画している将来的なビジネスモデルや実現までのロードマップを具体的に記載してください。
· モビリティデータ等を活用した新しい事業モデルや、その実現に際し生じる追加的なリスク/コスト及びその負担方法について、実証実験との対応関係も踏まえ具体的に記載して下さい。
· 交通分野や連携する異業種・分野における現状の支出（補助金等）や業務負担（人件費）等を具体的に記載してください。また、将来構想を実現した際に期待される効果（コスト削減・付加価値創出等）を具体的に記載してください。

	
	4. 体制・環境構築
	· 参画主体とその役割を具体的に記載してください。また、今回の実験に参画する主体以外で事業実現に必要な主体に関しては、巻き込みに向けて実施/計画している活動について具体的に記載してください。
· 主体間の課題・取組等に関する認識の擦り合わせや、実証実験結果を踏まえ社会実装に関し合意形成を行う手法・プロセス（会議体の開催予定等）について、具体的なプレイヤー名等も含めて記載してください。
· 交通サービス等の運営に必要なリソース（人員や車両等）及び体制について、現状及び将来構想実現時の状態（想定）を具体的に記載してください。

	
	5. 受容性向上・取組効果の明確化
	· 現状利活用を想定しているデータ所有者やステークホルダーの課題感や利活用するデータの質・量の向上手法、またデータ所有者の行動変容・受容性促進のための手法を具体的に記載してください。
· 取組を通し発生すると考えられる付加価値及び波及効果の内容と、それらが将来構想の事業面、体制・環境面に与える影響の確認・検証方法を具体的に記載してください。

	②実証実験の実現性
	1. 実証実験の位置づけ
	· 将来構想及びその実現に向けたロードマップ、さらに今回重点をおいて取組む実証実験テーマとの関係性を踏まえ、実証実験の位置付けを記載してください。

	
	2. 実証実験の内容
	· 実証実験で具体的に明らかにしたい命題と、実証実験の結果を基に命題を検証するための具体的な手法（検証項目・分析方法・必要データ等）を具体的に記載してください。
· 今回実施する実証実験の詳細について、以下に示す内容を含めて記載してください。
○実施目的・場所・範囲・期間
○参加主体の役割
○使用するデータの種類や取得・連携の方法
○実験により発生する効果等の内容の確認・検証方法

· 今年度の取組の全体設計や実証実験の結果・効果の検証・分析を担う主体及びその方法について具体的に記載してください。

	その他
	-
	上記の項目以外に、本事業の関連内容としてPRすべき事項等がある場合は、記載してください。
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